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要柏
市区町村保健センターによる乳幼児の母親の食生活支接状況を把握し、より効果的な食生活支援のあり方について提言を

行うことを目的に、全国 1795か所の自治体に調査を行った。調査票は 1267自治体から回収された(回収率:70.6%)。母

親の食生活の実臨調査を行っていたのは281自拍体(実施率:22.2%)で、回収時に食関連資料が添付されたのは224自治

体(送付率:17.7%)、今後の支援等の自由記述があったのは 1000自拍体(記載率:78.9%)であり、それらを分析した。

主な結果は以下のとおりである。①「幼児、食育、料理等(離乳食を除く)各種教室、講座J、 「離乳食教室」等で乳幼児

の母親の食生活の実態把握は行われ、その内容をその場での指導や支援に活かしていた。@乳幼児の母親の食生活支援内容

で多いのは、 「食事の栄養パランス(食事バランスガイドを含む)J、「親の食生活から整えることの重要性」、「朝食の意

義、内容」、「調理実習、料理レシピ紹介J、「適切な生活リズム」であった。窃調査票回収時に添付された資料内容で多い

のは、 「栄養バランス、食事内容」、「和食、伝統料理、魚料理」、「朝食、 1日3食」、「調理実習、試食」、「食事のマナ

ー、挨拶、家践で食事」、「生活リズム、生活習慣」であった。@乳幼児の母親の食生活支援の主な問題点は、母親の食へ

の無関心、母親聞の食の知識や料理技術の差の拡大、栄養士不足等で支援増加の困難さ、栄養士や保健師の知識、技術不足

等であった。母乳幼児の母親の食生活支援の今後の方針、意見は、 f既存事業の工夫」、「料理教室等で食への関心を高め

る」、「他の機関、施設、家庭との連携」、「実瞳把握」、「ライフステージを通じての支握」、「母親同士の仲間作り」に分

類された。

母親の食への無関心、知識・技術の差の拡大、栄養士の入手不足等の中で、母親の食生活全体の底上げを図るには、食生

活のハイリスク者を抽出し、アセスメントを行って支援することが効果的であると考える。そのハイリスク者の抽出に設立

つ6項目から成る「食生活スクリーニング‘ンート」の試案を作成した。

食習慣は長年の金生活の積み重ねで形成される。そこで、行政栄養士との関わりが薄くなる 3藷児憧診以降の母親の栄

養・食生活の支援では、幼稚園や保育所との連携を図り、必要な情報や教育法を伝えるシステムを構築する必要がある。特

に、行政栄養士には、幼児や保護者に対して支援が行える保育士や幼稚園教諭を育成することが求められていると考える。
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I.研究目的

乳幼児の母親の食生活の営みは、家族の憧康状撞に大

きく影響するばかりか、心身が発育・発達し、食習慣や

食噌好の基礎形成期にある子どもの手本ともなる。また、

近年、メタボリック症候群等の生活習慣病が増加傾向に

あるが、その初期には自覚症状が現れにくいものが多く、

予防には乳幼児を養育するような若い時期からの生活習

慣が重要である。そこで、乳幼児の母親においては、適

正な食生活が円滑に営まれることが望まれる。しかし、

著者らの先行研究1)では、乳幼児の母親からは、体重管

理、栄養パランス、母乳育児、献立・調理に関する心国

事や悩みが多数あげられていた。また、主食、主菜、高11

栗のそろった食事をしている母親は少なく 2)、手早くで

きる料理、食事の栄養バランス、献立作成など、日常の

食事に直結する支援を必要としていることも明らかにさ

れている九

このような状況にある乳幼児の母親を支援する体制

についてみると、市区町村保健センター等において妊婦

には母親(両親)学級等で行われているものの、出産後

は、乳幼児蝿診、離乳食教室等を中心に、乳幼児の食生

活を対象とするものになり、母親自身の金生活に対する

支援は、あまり知られていない。

そこで、昨年度のチーム研究幻では、市区町村保健セ

ンター等の母子保健関連事業における乳幼児の母親に対

する栄養・食生活支援の状況を把握するために、行政栄

養士等にアンケート調査を行い、食生活の実態調査の実

施状況、母親の食生活の問題点、母子の食生活支援を進

める上での自治体の役割等を明らかにした。

本年度は、昨年度の研究結果を踏まえて、同じ調査票

の自由記述部分等や、調査票回収時に添付された食生活

関連事業の資料を分析し、母親の食生活支援の具体的内

容、及び実施上の問題点と課題等を把握し、そこからよ

り効果的な食生活支援のあり方について提言を行うこと

を目的に研究を実施した。

IT. 研究方法

1.調査方法および内容

全国の市区町村 1795か所の保健センター等に配置さ

れている母子保健の栄養・食生活に関わる管理栄養士・

栄養士(管理栄養士・栄養士が未配置の場合には、母子

保憧の食生活・栄養業務担当者)に対して郵送法により

アンケート調査を実施した310 調査内容は、乳幼児の母

親の食生活の把握状況、食生活の支援状況、今後の母子

の食生活の支援等である。調査時期l立、平成21年 12月
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~22 年 I 月である。

回収された調査票の中で、乳幼児の母親の食生活の実

瞳調査と食生活の支援内容等についての具体的記述、「乳

幼児の母親への食生活支援を進めるためにどのようにし

たらよいと思うか」についての自由記述内容、及び調査

票回収時に訴付された食生活関連事業の資料を分析した。

2.倫理的配慮

本研究は、日本子ども家庭総合研究所の倫理審査委員

会より承認を得て実施した。調査票には、調査依頼文書

にて研究の趣旨を提示し、調査への協力は任意、無記名

であること、統計的に回答を処理し、対象者に不利益を

被らないことを説明した。データは研究目的以外に使用

しないことを調査依頼文書に示し、質問紙の回答をもっ

て承諾を得たものとした。

ill. 研究結果

1.回収状況

回収状況等の基本データを表1に示す。依頼した全国

1795か所の市区町村保障センター等から、1267件の回答

栗が回収された。それらは全て有効回答票であった(回

収率:70. 6%)へこの 1267件の中で、母親の食生活の

実臨調査を行っていた自治体は 281件であった(実施

率:22.2%)叱

また、調査票回収時に、乳幼児の母親の食生活の支援

を含めた事業を実施している自拍体には、リーフレツト

や事業報告、アンケートの白紙のサンプルを同封しても

らうように依頼したところ、 224か所の自拍体から食関

連事業の資料が送付された(送付率:17.7%)。

さらに、回収された調査票の中で、「乳幼児の母親への

食生活支援を進めるためにどのようにしたらよいと思う

かJの自由記述欄に記載があったのは 1000件であった

(記載率:78.9%)。

2.母親の童生活の実睦把握の構会

乳幼児の母親の食生活の実態調査を行っていた281自

治体の実瞳把握の機会を、具体的な記述内容から整理し

て表2に示す。実態調査を行っていた自治体全てが「乳

幼児健診」を母親の実睡把握の機会としていた。「幼児、

食育、料理等(離乳金を除く)各種教室、講座J196件

(69.8%)、「離乳食教室J147件 (52.3%)も多かった。

ここで、離乳食教室を各種教室から除いて集計したのは、

これまでの行政栄養士や乳幼児の母親へのインタビュー

等からJ幼児、食育、料理等(離乳食を除く)各種教室、

講座」は、一般に食に関心が高い層の参加が多いが、「離

乳食教室Jは、親の食への関心の有無に関わらず、親の

ニーズが高く、また参加率も高いことが明らかにされて

いるためである。

妊婦に対しては「母子健康手帳究付時、母親(両親)
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学級、妊婦憧診Jの時期に 121件 (43.1%)が実態を把

握していた。これら以外に、「栄養、食事、育児、健康等

各種相談J109件 (38.8%)、「幼稚園、保育所、小・中・

高等学校からの情報J37件 (13.2%)、「成人の健診J15 

件 (5.3%)の機会を捉えて実態把握を行っていたo

3.母親の食生活の実態把握肉容

乳幼児の母親の食生活の実瞳調査を行っていた 281自

治体の実瞳把握内容を、具体的な記述から整理して表3

に示す。最も多かったのは「食事内容、摂取量、摂取頻

度、栄養パランスJ240件 (85.4%)であった。それ以

外には、多い順に「朝食の摂取状況J96件 (34.2%)、「生

活リズムJ57件(20.3%)、「家庭での食育J25件(8.9%)、

「孤食や個食状況J21件 (7.5%)、「金事作りに対する

気持ちJ8件 (2.8%)について把握していた。

4.母親の食生活の実態の反映先

乳幼児の母親の食生活の実態調査を行っていた 281自

治体の実障の反映先を、具体的な記述内容から整理して

表4に示す。最も多いのが「幼児、食育、料理等(離乳

食を除く)各種教室、講座J198件 (70.5%)であり、

次いで「離乳食教室J143件 (50.9%)で、あった。「乳幼

児憧諺Jは全ての自治体で実睡把握の機会としていたが

(表2)、反映先としては69件 (24.6%)とあまり多く

はなかった。これら臥外には「食育推進事業J40件

(14.2%)、「広報誌、パンフレット、リーフレット、展

示物J27件 (9.6%)、「個別指導、相談J23件 (8.2%)

を反映先としていた。

5.母親の食生活支揖内容

乳幼児の母親の食生活の実態調査を行っていた281自

治体の食生活支援内容を、具体的な記述から整理して表

5に示す。最も多く取り上げられていたのは「食事の栄

養バランス(食事パランスガイドを含む)J 231件

(82.2%)で、次いで「親の食生活から整えることの重

要性J136件 (48.4%)と I朝食の意義、内容J122件

(43.4%)であったo それ以外には、「調理実習、料理レ

シヒ昏紹介J72件 (25.6%)、「適切な生活リズムJ57件

(20.3%)、「大人の食事の離乳食への取り分けJ56件

(19.9%)、「間食(おやつ)、甘味歓料の摂り方J39件

(13.9%)、「妊婦、授乳婦の食事指導J37件 (13.2%)、

「生活習慣病J23件 (8.2%)、カルシウム摂取、骨粗揺

症予防J18件 (6.4%)を取り上げていた。

6.添付資料にみる母親の食生活支援の具体的向容

224自治体から調査票回収時に添付された食関連事業

の資料にみる乳幼児の母親の食生活支援の具体的内容を

表6に示す。母親の食生活支援の機会は取り担う内容に

より大きく 5つに分類された。その分類、及び添付資料

件数と全体に占める割合を以下に示す。
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①妊婦の食対象の事業

母親(両親)学級等、 35件 (15.6%)

@乳幼児の食対象の事業

乳幼児瞳診、離乳食講座等、 78件 (34.8%)

母乳幼児の親の全に特化した事業

ママの健康支援教室、母親料理教室等、 31件 (13.8%)

@幼児と親対象の食育事業

親子の食育教室、子育て食育セミナ一等、

53件 (23.7%)

@その他一般の食関連事業

生活習慣病予防教室、おふくろ・郡土食料理講座等、

67件 (29.9%)

また、具体的な内容は、「栄養パランス、食事内容j、

「和食、伝統料理、魚料理」、「調理実習、試食」、「カル

シウム、骨密度、鉄」、「生活習慣病、体重管理、メタボ

リック症候群」、「生活リズム、生活習慣」、「間食、甘味

飲料、晴好品」、「朝食、 1日3食」、「食事のマナー、挨

拶、家族で食事」、「運動との組み合わせJの10種類に分

類された。

①~@全ての事業の中で占める割合が最も高く 53. 7 

~71. 4%取り上げられていたのは、主食・主莱・副菜、

好き嫌い、野菜・きのこ・海藻等摂取翼励、食事バラン

スガイド利用法等の「栄養パランス、食事内容Jについ

てであった。次いで各事業に占める割合が高かったのは、

ご飯中心の和食奨励、伝統・揮土料理や魚料理紹介等の

「和食、伝統料理、魚料理」で、@乳幼児の親の食に特

化した事業や⑨幼児と親対象の食育事業ではそれぞれ

45.2%、45.3%、⑤その他一般の食関連事業では59.7% 

が取り上げていた。「調理実習、試食Jは、②乳幼児の食

対象の事業では 5.1%と低かったものの、他の事業では

19. 4%~34. 0%が行っていた。日常不足しがちなカル、ン

ウム、骨粗轄症との関連、妊娠期に必要な鉄等の「カル

シウム、骨密度、鉄」については、①妊婦の食対象の事

業で22.9%、@乳幼児の親の食に特化した事業では母乳

育児と関連させて 16.1%が取り上げていた。「生活習慣

病、体重管理、メタポリック症候群」は、①妊婦の食対

象の事業で20.0%、@その他一般の食関連事業で19.4%

取り上げていた。しかし、@乳幼児の食対象の事業や@

乳幼児の親の食に特化した事業ではそれぞれ 7.7%、

9. 7%、@幼児と親対象の食育事業では1.9うもと取り上げ

られることが少なかった。起床ー就寝時刻、食事時刻、 1

日のタイムスケジュール等の「生活リズム、生活習慣」

は、@乳幼児の食対象の事業で32.1%取り上げられてい

たが、それ以外の事業では、 6.5悦~14. 3%の担いに止ま

っていた。おやつの摂り方、ジュース、イオン飲料等の

清掠飲料水、嘆煙、飲酒等の「間食、甘味飲料、噌好品J

l士、@その他一般の食関連事業で 25.4%担われていた。

①妊婦の食対象の事業、@乳幼児の食対象の事業、@幼

児と親対象の責育事業では 13.2~17. 9%の担いであっ

た。一方、@乳幼児の親の食に特化した事業では 3.2% 
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と担いが少なかったo 朝食の意義や内容、 1日3食摂る

ことの重要性等の「朝食、 1日3食」は、白妊婦の食対

象の事業は 11.4%、③乳幼児の親の食に特化した事業で

は16.1%と担いが少なかったものの、@乳幼児の食対象

の事業、@幼児と親対象の食育事業、@その他一般の食

関連事業では、 33.3~37. 7%取り上げられていた。食卓

でのマナー、食卓の整え方、箸の担い、弧食・個食をや

めて家族団韓の勧め等の「食事のマナー、挨拶、家族で

食事」は、@幼児と親対象の食育事業では35.8%と最も

多かった。それ以外の事業では、@その他一般の金関連

事業22.4%、②乳幼児の食対象の事業 19.2%、@乳幼児

の親の食に特化した事業は 9.7%であったが、①妊婦の

食対象の事業では、取り上げていなかった。シェイプア

ップ講座、リフレッシュ体操等の「運動との組み合わせ」

は、出産後の体を引き締める目的で、@事L幼児の親の食

に特化した事業では 6.5%にみられたが、由妊婦の食対

象の事業では取り担いがなく、それ以外の母乳幼児の食

対象の事業、④幼児と親対象の食育事業、@その他一般

の食関連事業でも1.5~6.5%と担いが少なかった。

それぞれの事業に占める「パンフレット、リーフレッ

ト、冊子配布」の割合を表5に示す。配布は多い順に、

①妊婦の食対象の事業42.9%、④幼児と親対象の食育事

業41.5%、@その他一般の食関連事業35.8%、@乳幼児

の親の食に特化した事業32.3%、@乳幼児の食対象の事

業20.5%であったo

7.母親の食生活支揮の問題点

回収された調査票の中で、「乳幼児の母親への食生活

支撞を進めるためにどのようにしたらよいと思うか」の

自由記述欄に記載のあった 1000件の内容から、乳幼児の

母親の食生活支援の問題点を整理した結果を表7に示す。

行政栄養士のあげた問題点は、「母親J158件 (15.8%)、

「行政J110件 (11.0)、「栄養士J31件 (3.1%)の3つ

に分類された。

[母親」に関する問題点としては、「母親の食への関

心、調理能力の二極化J25件 (15.8%)、「貴についての

興味・関心がないJ24件(15.2%)、「食生活をおろそか

にしているJ22件 (13.9%)、「本当に支援が必要な親は

自ら事業に参加することが少ないJ20件 (12.7%)と、

食に聞する知識・技術・興味・関心のある層とない層の

二極化を憂えた意見が寄せられた。また、「基本的な金生

活や料理の知識、技怖が乏しい親が多いJl6件(10.1%)、

「食生活に眠らず生活全体が乱れているJlO件 (6.3%)、

「テレピ、ネットからの情報過多で情報の取捨選択がで

きないJ8件 (5.1%)、「子どもの好きなものばかり与え

る、量、バランスがわからないJ8件 (5.1%)と、母親

の食生活に隈らず生活力、応用力の低下を問題視してい

た。

「行政」に関する問題点在しては、 I入手、時問、予

算が不足し、これ以上支援は増やせなLリ37件 (33.6%)、
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「乳幼児の事業枠内では母親の食支援への対応は困難」

32件 (29.1%)、「母親や家族全体の食事の話では、事業

の参加者が少ないJ18件 (16.4%)、「“乳幼児の母親へ

の食生活支援"目的の事業の新設は困難J10件 (9.1%)

として、既存事業の中で、乳幼児の母親の食生活支援の

困難さを訴えていた。それ以外に「行政の指導だけでは

支援は広がらなLリ 5件 (4.5%)、「生活様式、価{直観の

多様化で、集団指導には限界を感じるJ3件 (2.7%)と、

これまでの指導方法の見直しの必要性を感じていた。

「栄養士j に関する問題点としては、「支援する栄養

士、保憧師の知識、技術不足J7件 (22.6%)、「栄養士

一人で、乳児から高齢者まで担当J6件 (19.4%)、Iど

のように支援してよいかわからない、教えてほしいJ5 

件(16.1%)と、栄養士の関わるライフステージの広さ

からか、母親の金生活支援に必要とされる知識、技術が

十分とは言えない状況にあるとの意見が出された。

8.母親の食生活支揖の今後の方針、意見

回収された調査票の中で、「乳幼児の母親への食生活

支援を進めるためにどのようにしたらよいと思うか」の

自由記述欄に記載のあった 1000件の内容から、乳幼児の

母親の貴生活支援の今後の方針、意見を整理した結果を

表8に示す。行政栄養士の考える今笹の方針、意見は、

「既存事業の工夫J540件 (54.0%)、「料理教室等で食

への関心を高めるJ383件 (38.3%)、「他の機関、施設、

家庭との連携J311件 (31.1%)、「実態把握J180件

(18.0%)、「ライフステージを通じての支援J145件

(14.5%)、「母親同士の仲間作り J86件 (8.6%)の6

つに分類された。

「既存事業の工夫」では、「乳幼児の既存事業に母親、

家族の食支援や食育も取り入れるJ287件 (53.1%)、「既

存事業を具体的ですぐに実践できる内容にするJ77件

(14.3%)、「親の食生活が子どもへ大きく影響すること

を理解してもらうJ38件 (7.0%)、「情報過多の中で、

情報の取捨選択ができるように支援J13件 (2.4%)と、

既存事業内容を工夫して充実させる意見が出された。ま

た、「栄養士が地域に出向いて支援し、身近な相龍相手と

知らせるJ32件 (5.9%)、「休日、夜間の企画やCATV等

の活用、待ち時間の活用J21件 (3.9%)と、母親が訪

問してくるのを持つのではなく、栄養士が出向き、支援

される母親のニーズに合わせたサーピスを提供しようと

いう姿勢も見られた。

「料理教室等で食への関心を高める」では、「親子料

理教室等で母親自身の食生活に関心を向ける企画で食育

推進J130件 (33.9私)、「簡単、楽しい料理教室開催、

初心者や料理の苦手な人に配慮J102件 (26.6%)と食

への関心が薄い人、初心者、料理に昔手意識をもっ人が

気軽に参加しやすいような、簡単で楽しい料理教室を提

案する意見が多かった。また、「各事業に参加しない人へ

の働きかけ(孤立防止)の工夫J98件 (25.6%)と無関
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心であったり、あるいは参加したくてもできない事情を

抱えている人 (10歳代の若い母親、シングJレマザー等)

への弧立防止の臣慮を求める意見も出された。

「他の機関、施設、家庭との連携」では、「関連施設、

機関、地域と家庭の全てで情報共有、連携し支援J228 

件 (73.3%)が多かった。それ以外には「ボランティア

団体(栄養改善協語会等)と連携J41件(13.2%)、「自

治体の各専門職、他課との情報交換の場を設定し連携J

33件(10.6%)と具体的な連携先を示す意見が見られた。

また、「乳幼児の親の支援を特定健語、保健指導内容やフ

ォローにつなげるJ5件(1.6%)と、母親のライフステ

ージを通じた支援を他課と共同して行う必要性が示され

た。

「実瞳把握Jでは、本調査で乳幼児の母親の実態調査

を行っている自治体は281か所 (22.2%)3) と高くない

ことを受けて、「まずは実態把握の情報収集(アンケート、

食事調査等)から始めるJ104件 (57.8%)が多かった。

また、「母親のニーズ、レベルにあった事業を企画J54 

件 (30.0%)、「事業後の追跡調査で効果を判定し、次に

活かすJll件 (6.1%)と、事業に際しては、母親のエ

ーズ、レベル把握と事業後の実態把握による効果判定が

必要であるとの意見が出された。なお、「実態把握用の調

査票の倒、自治体のモデルケースがほしいJll件 (6.1%)

という受け身的な意見も見られた。

「ライフステージを通じての支援」では、「小・中・

高校から調理などを通じて食の知識、関心を高めるJ73 

件 (50.3%)と成人に達する前から家庭科等の学校教育

を通じて生活力を身につける必要性が出された。また、

「母子健康手帳交付時以降、憧器時も利用し、継続的に

支援J30件 (20.7%)と妊娠初期からの支援の重要性や、

「母親になる前の成人女性を対象に食生活・栄養を指導」

27件(18.6%)、「結婚前の男性や父親にも育児、食生活

を学ぶ機会を提供J15件(10.3%)と妊賑前の女性や男

性への教育の機会の提供が必要としていた。

「母親同士の仲間作り」では、「子ども広場等で情報

提供し、主体的に参加できる料理教室等を企画J42件

(48.8%)と、参加者の主体性を重視する企画の必要性

を示していた。それ以外には「同年齢の子の親の出会い

と語りの場を提供する事業を展開J36件 (41.9%)と親

子の孤立を防ぎ、仲間作りを推進する必要性も出された。

町，考察

乳幼児には適切な食事を、好ましい環境のもとに提供

することが極めて重要である。なぜならば、乳幼児の食

事は、現在の心身の成長・発達に影響することに加えて、

食習慣の形成や将来の胆満、 2型糖尿病、高血圧や循環

器疾患等の生活習慣病発症と関連があること 4)-8)、さ

らに乳幼児期には味覚や食噌好の基礎も培われ、それら

はその後の食習慣にも影響を与えるためである。しかし、
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乳幼児は自分で調理したり、食卓を整えたりすることは

できず、養育者の助けを借りて、食生活を営んでいるた

めに、身近にいる養育者の食生活は重要であり、その営

みはそのまま乳幼児の食生活の手本ともなる。このため

に養育者には、適切な食生活を送ることが求められる。

また、養育者自身の将来の生活習慣病発症予防の観点か

らも、パランスの良い食生活を送ることが重要である。

乳幼児の養育者には父親、母親、祖父母等がいるが、

その中でも、母親は食生活に関与する割合が一般に高い

ので、本研究では母親の食生活支握に焦点をあてて調査

した。しかし、子育ては母親に限定されるものではなく、

子どもを取り巻く全ての人への栄養・食生活支援、指導

が求められており、今回得られた結果、及び考察は広く

乳幼児を養育する人にも通じるものである。

1.乳幼児健診の活用

乳幼児の母親の実瞳把握の機会と実態の反映先を比較

すると、「幼児、食育、料理等(離乳食を除く)各種教室、

講座Jはそれぞれ69.8%、70.5'7もであり、「離乳食教室J

でも、それぞれ 52.3%、50.9%と割合が近似していた。

これは、「幼児、食育、料理等(離乳食を除く)各種教室、

講座」や「離乳食教室」では、そこで把握した母親の実

態を踏まえて、同じ時間内、あるいは次回以降の教室、

講座等の中で指導や支援をしているためである。

一方、 281自治体の全てで、実態把握の機会と捉えて

いた「乳幼児健診Jは、実瞳の反映先としては 24.6%で

あったo この理由として「乳幼児憧診Jでは、母親の問

題点等に気づくことが多くても、眠られた時間内に業務

が一定の流れの中で行われているために、個々に応じた

問題点等を乳幼児憧診中に反映させた支援が困難である

状況が推察される。しかし、「幼児、食育、料理等(離乳

食を除く)各種教室、講座」等は輿味ー関心のある人の

参加であるのに対し、「乳幼児健診」は食に対する興味の

有無に関わらず受診率が非常に高い。そこで、この「乳

幼児健静」の機会を活用する方策を考えることが、母親

の食生活全体の底上げには有効であると考える。

2 食生活のハイリスク者の把握について

乳幼児健診等を利用して、眼られた時間、人手、費用

の中で母親の食生活全体の底上げを図るには、食生活の

問題の有無にかかわらず広く支援するのではなく、食生

活のハイリスク者を抽出し、その人に対して集中的に支

援することが望ましいと考える。そこで、乳幼児健診時

に利用する「食生活スクリーニングシート」の試案を作

成した(参考資料)。

このシートは誰でも簡便に実施でき、かつ回答者も短

時間に回答可能な6項目から構成されたものである。項

目の内、1.食欲がない、 2.やる気がおこらない、 5.

いくら眠っても眠り足りない、の3つは、うつ状態の可

能性を調べるものである。 3.食事の時聞はある程度決
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まっている、 4. 自分の食事に気を使っている、につい

ては生活リズムが確立されているか、金事や悟康に関心

があるか、について調べるものである。 6. 困ったとき

に身近に相談相手がいない、は母子が孤立していなし、か

確認するものである。

うつ状瞳の可能性がある、生活リズムが確立していな

い、食事や瞳康に無関心である、相談相手がいなくて孤

立している状況にあれば、その人は食生活のハイリスク

者である可能性が高いと思われる。そこで、1.食欲が

ない、 2.やる気がおこらない、 5.いくら眠っても眠

り足りない、 6.困ったときに身近に相談相手がいない、

の項目から一つでも選んだ母親は金生活のハイ日スク者

として抽出する。その者に対して個別掴誌等により食生

活のアセスメントを実施し、その結果を踏まえて本格的

な支援を行うことが効果的な方策であると考える。

なお、母親の食生活支援の問題点として、「人手、時間、

予算が不足し、これ以上支援は増やせない」、「栄養士一

人で、乳児から高齢者まで担当」との意見が出された。

これらのことからも、新たな事業を起こすのではなく、

乳幼児憧診の場を活用し、食生活のハイリスク者を抽出

することが、現場においても実施可能性の高い支援策に

なると思われる。

3.食に関心の薄い層への働きかけ

母親の食生活支t置の問題点として「食についての興味、

関心がない、料理しようとし守意散がなしリ、「母親の食

への関心、調理能力の二極化J、「基本的な企や料理の知

識、技術が乏しい親が多しリがあげられていた。このよ

うな状況下では、食に関して基礎的な知識、調理の技師

があまりない母親に、いかにして食への興味・関心をも

たせるかを考えることが必要である。その際、行政栄養

士は自分の価値観で「母親はこうあるべきJとゴールを

設定するのではなく、最近の食事情を踏まえて母親のエ

ーズを考直して、輿味をもちそうな企画、例えば「クイ

ック料理をおいしく作ろう」、「子どもと手軽に作れるお

やつ」、「栄養バランスを考えたキャラクター弁当の作り

方」等を考えることが望まれる。このような企画で、ま

ず、食に関心の薄い母親を支援の場に引き出すところか

ら始めることが重要であるう。

なお、先行研究計では、母親は知りたいこととして、

「手早くできる料哩」、「子どもの喜ぶ料理Jを調査対象

の約半数が望んでいた。そこで、調理を内容に盛り込む

ことが、母親のニーズを反映すると考える。調理は、基

礎的な知識や技術の乏しい母親に対しては、講話だ11で

は理解することが難しいことが推察される。近年は、電

磁調理器も普及しているので、調理設備のない会議室等

でも、簡単な調理をして見せることは可能である。そこ

で、「調理はできなbリと最初からあきらめるのではなく、

教育効果の高い調理実習や調理場面の見学を母親の食支

援の場に積極的に取り入れることが望まれる。
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4.パンフレット、冊子等配布物への田慮に'ついて

乳幼児の母親の食生活支援の際に、各自治体で作成あ

るいは購入したパンフレット、リーフレット、冊子の配

布が、妊婦対象の事業からその他一般の食関連事業まで

20~40%程度見られた。先行研究引では、子どもの食に

ついて利用したいサーピスとして「パンフレット等の資

料提供」を望んでいる幼児の母親は約2割と少なかった

ことから、パンフレット、リーフレット、冊子等配布物

の有効活用が望まれる。

パンフレットやリーフレットは、その内容について十

分な説明を受けたかどうかにより、内容の理解度やその

後の活用度が異なることから、配布時には丁寧な解説を

加えること必要である。また、配布物には、食事内容や

一日のタイムスケジュールを記入する欄を設けるなど、

参加者の主体的な取り組みを促すための工夫をすること

も、教育効果を高めるために大切である。さらに、臨布

物には、レシピ集や料理の調味割合など、事業参加後に

も日常の食生活で利用できるような内容、大きさ、読み

やすさ等、実際の梧用場面を想定した配慮も求められよ

フ。

6. 望まれる具体的な支揖策の提示

「乳幼児の母親への食生活支援を進めるためにどのよ

うにしたらよいと思うか」の自由記述欄に記述された今

後の方針、意見の中で「関連施設、機関、地域と家庭の

全てで情報共有、連携し支援」が 73.3%、「乳幼児の既

存事業に母親、家族の食支援や食育も取り入れる」は

53.1%と多く見られた。しかし、関連機関等との“情報

共有"、“連携"、“既存事業への取り入れ"といったこれ

らのキーワードは、非常に抽象的なものであり、具体的

な支援として何をするのか明確ではなJ..'0今回は調査票

の自由記述欄ということで、抽象的な言葉を並べた可能

性も否定できないが、具体的な方策のないまま書いたと

したら、それは何ら母親の食生活支援に結びつかないと

思われる。

また、「常勤栄養士の確保、増員希望」も意見として出

ていたが、“栄養士が不足しているからこの事業はできな

い"等、現状のマイナス面を理由にして、業務への積極

性が欠けることはないか、今一度振り返ってみる必要が

あろう。

行政栄養士に望まれる聾としては、具体的な目標を揚

げ、その実現に向けて、いつ、どこで、誰を、どのよう

に、誰と支援していくのか等、現状の中で実施可能性の

ある支援策を考え、日常の業務の改善や工夫を日々積み

重ねていくことではないかと考える。また、近年、育児

不安を抱える母親も多いことから、行政栄養士には、乳

幼児と母親の食を営む力を育成するだけでなく、家族で

食卓を囲む、一緒に調理する等、食生活を通じた親子関

係への支援も必要とされよう。



堤他:母子の食生活支援に関する研究 (II)

6. 保育所、幼稚園における食育支揖システムの構聾

食事の栄養パランスや生活リズム、食事のマナー等は、

日々繰り返し継続されることで、定着し、それが憧康な

心身を作ってL、く。しかし、市区町村保健センター等の

母子保健関連事業における母親に対する栄養・食生活支

援の機会は、「幼児と親の食育事業Jや Iその他一般の食

育事業Jが開催されているとはいえ、 3歳児健診終了以

降大変少なく、行政栄養士が母親に亘接指導・支援する

機会は個別相説を除いて、ほとんど無い。

一方、 3揖以降は保育所、幼稚園に通う子どもが増加

する。いつも顔を合わせている保育士や幼稚閏教諭は、

担常の保育や、組続性のある食生活・栄養の指導や教育

の機会をもつことができる。また、母親も年に数回程度、

講話等で顔を合わせる行政栄養士に比べ、信頼関係の構

聾されている保育士や幼稚園教諭からの指導や教育は受

け入れやすく、また、彼らから発信される情報も謹選し

やすいと恩われる。

近年は家庭において、食事の栄養バランス以外にも、

お膳立て(食器の並べ方)、箸の持ち方・使い方など食事

マナーの教育が十分に行われていない状況がある幻へ

そのため、母親全体の底上げを目的とした食育を行うの

であれば、保育士や幼稚園教諭が担当するのが効果的で

あると推察される。そこで、今後の乳幼児の母親の食生

活・栄養の支援では、市区間判保健センター等で行って

いる 3揖児健診以前の食生活支援を継続させるためにも、

保育所や幼稚園との連携を図り、必要な情報や教育法を

伝えるシステムを構築する必要がある。さらに、行政栄

養士には、乳幼児や母親に対して食生活支援が行える保

育土や幼稚園教諭の育成が求められていると考える。

v.結論

乳幼児の母親の食生活は家族の健康状瞳に影響する

ばかりでなく、その営みはそのまま乳幼児の手本となる。

また、母親自身の将来の生活習慣病発症予防の観点から

も、適切な食生活を送ることが求められ、そのためには、

食生活支援が必要とされることも多い。そこで、本研究

は市区町村保憧センターによる食生活支援の具体的内容、

及び実施上の問題点と課題等を把握し、そこからより効

果的な食生活支援のあり方について提言を行うことを目

的に行った。

得られた結果の主なものは以下のとおりである。

1. r幼児、食育、料理等(離乳食を除く)各種教室、

講座」、「離乳食教室」等で乳幼児の母親の食生活の

実態把握は行われ、その内容をその場での指導や支

援に活かしていた。

2.乳幼児の母親の食生活支援内容で多かったのは、

「食事の栄養バランス(食事パランスガイドを含

む)J、I親の食生活から整えることの重要性」、「朝
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食の意義、内容」、「調理実習、料理レシピ紹介」、「適

切な生活リズムJであった。

3.調査票回収時に添付された資料の具体的内容で多

かったのは、「栄養パランス、食事内容」、「和金、

伝統料理、魚料理J，r朝食、 1日3食J，r調理実習、

試食」、 I食事のマナー、挨拶、家族で食事」、「生活

リズム、生活習慣」であった。

4.乳幼児の母親の食生活支援の主な問題点は、母親の

食への無関心、母親聞の食の知識や料理技怖の差の

拡大、栄養士不足等で支援増加の囲難さ、栄養士や

保健師の知識、出貯不足などであったo

5.乳幼児の母親の食生活支援の今後の方針、意見は、

「既存事業の工夫J、「料哩教室等で食への関心を高

める」、「他の機関、施設、家庭との連携J、「実態把

握」、「ライフステージを通じての支援J、「母親同士

の仲間作りJに分類された。

母親の食への無関心、知識・技荷の差の拡大、栄養士

の人手不足等の中で、母親の食生活全体の底上げを図る

には、食生活のハイリスク者を抽出し、アセスメントを

行って支援することが効果的であると考える。そのハイ

リスク者の抽出に役立つ6項目から成る「食生活スクリ

ーエング、ンートJの試案を作成した。

食習慣は長年の食生活の積み重ねで形成される。そこ

で、行政栄養士との関わりが薄くなる 3歳児憧欝以降の

母親の栄養・食生活の支援では、保育所や幼稚園との連

携を囲り、必要な情報や教育法を伝えるシステムを構築

する必要がある。特に、行政栄養士にl士、幼児や保謹者

に対して支援が行える保育士や幼稚園教諭を育成するこ

とが求められていると考える。
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堤他 母子の食生活支援に閲する研究 (II) 

表1回収状況等の基本データ

件数 % 

調査依頼自治体 1795 
回収された固筈票 1267 70.6 

母親の実態調査を実施している自治体 281 22.2 串

宜関連事業の添付資料が送られてきた自治体 224 17.7 本

調査票に自由記述のあった自治体 1000 78.9 牢

本回収された回答票に対する割合

表2乳幼児の母親の食生活の実態把握の機会(複数回答)n=281 

把握の機会 件数 % 

乳幼児健診 281 100.0 

幼児、童育、料理等(離乳童を除く)各種教室、講座 196 69.8 

離乳童教室 147 52.3 

母子健康手帳交付時、母親(両親)学級、妊婦憧診 121 43.1 

栄華、金事、育児、健康等各種相韻 109 38.8 
幼稚園、保育所、小幽中・高校からの情報 37 13.2 
成人の檀診 15 5.3 

表3乳幼児の母親の食生活の実態把握内容(複数回答)n=281 

実態把握肉容 件数 % 

食事内容、摂取量、摂取頼度、栄養バランス 240 85.4 
朝食の揮取状況、内容 96 34.2 
生活リズム 57 20.3 

家庭での食育 25 8.9 

孤童や個金状況 21 7.5 
童事作りに対する気持ち 8 2.8 

表4 乳幼児の母親の童生活の実態の反映先(檀撤回答)n=281 

実態の反映先 件数 軸

幼児、食育、料理等(離乳食を除く)各種教室、講座 198 70.5 
離乳宣教室 143 50.9 
乳幼児憧診 69 24.6 
食育推進事業 40 14.2 

広報誌、 I~ンフレット、リーフレット、展示物 27 9.6 
個別指導、相談 23 8.2 

表5 乳幼児の母親の食生活支援肉容(檀撤回筈)n=281 

内容 件数 号も

童事の栄養パフンス(食事バランスガイドを含む) 231 82.2 

親の童生活から整えることの重要性 136 48.4 

朝童の意義、内容 122 43.4 

調理実習、料理レシピ紹介 72 25.6 

適切な生活リズム 57 20.3 

大人の宣事の離乳童への取り分け 56 19.9 

間金(おやつ)、甘味飲料の摂り方 39 13.9 

妊婦、捜乳婦の食事指導 37 13.2 

生活習慣楕予防 23 8.2 

カルシウム摂取、骨粗悪症予防 18 6.4 
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n=224 

妊婦の食対象の
事業

その他一般の
食関連事業

幼児と親対象の
食育事業

乳幼児の親の童に
特化した事業

乳幼児の賞対象の
事業

添付貴料にみる乳幼児の母親の童生活支援の具体的内容(複数回答)表6
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表7乳幼児の母親の食生活支援の問題点(複数回答) n=1000 

項目 件数 号也 問題点 件数 各項目に対する%

母親の食への関心、調理能力の一極化 25 15.8 
童についての興味・閏心がない、料理しようという意敬がない 24 15.2 
食生活をおろそかにしている 22 13.9 
本当に支援が必要な親は自ら事業に害加することが少ない 20 12.7 
子どもの金事には気を配るが、自分の食事は気にしない 17 10.8 

母親 158 15.8 基本的な童生活や料理の知識、技術が乏しい親が多い 16 10.1 
童生活に眼らず生活習慣全体が乱れている 10 6.3 
テレビ、ネット等から情報過多で情報の取捨選択ができない 8 5.1 

干どもの好きなものばかり与える、量、バランスがわからない 8 5.1 
縮昏女性はやせていることが美しいとし巧価憧観をもっ 4 2.5 

食への偏ったこだわりが強〈、支援を受け入れない 4 2.5 
E→H 4 

入手、時間、予算が不足し、これ以上支援は増やせない 37 33.6 
乳幼児の事業枠内では母親の童支援への対応は困難 32 29.1 

ゆ3 

母親や家旗全体の童事の話では、事業の参加者が少ない 18 16.4 騎}回同骨
ー 「乳幼児の母親への童生活支援」目的の事業の新設は困難 10 9.1 ~ 

行政 110 11.0 行政の指導だけでは支援は広がらない 5 4.5 「唱

生活様式、価値観の多様化で、集団指導には限界を感じる
画

3 2.7 斗

託児付きが理想だが、費用、人材の点で困難 3 2.7 
01 
三割

宣育推進員、食生活改善推進員の高齢化 0.9 百官

成人向けの教室でI立、中高年も多〈、内容が較れない
( 

0.9 回
) 

支援する栄養士、保憧師の知識、技荷不足 7 22.6 
栄養士一人で、乳児から高齢者まで担当 6 19.4 
常勤の臨時職員の立場で決定権がない、栄華士未配置 5 16.1 

栄養士 31 3.1 
どのように支援してよいかわからない、教えて!ましい 5 16.1 
社会格差が子育て中の母親にも見られ、レベルの設定が困難 5 16.1 
家庭内のζとに踏み込めない 3.2 
東葺士が妊娠前に働きかける場面が少ない 3.2 

講話や試食等では肉容が一方通行 3.2 
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表8 乳幼児の母親の食生活支援の今後の方針、意見(複数回答) n=1000 

件数

38.3 

18.0 

14.5 

今後の方針、意見

乳幼児の既存事業に母親、家族の食支援や童育も取り入れる

既存事業を具体的ですぐに実践できる肉容にする

講座等では託児室、慢育室の設置

親の童生活が子どもへ大きく影響することを理解してもらう

栄養士が地域に出向いて支援し、身近な相談相手と知らせる

常勤栄養士の確保、増員希望

体目、夜間の企画やCATV等の活用、待ち時間の活用

情報過多の中で、情報の取捨選択ができるよう支援

親子料理等で母親自身の食生活に聞心を向ける企画で宣育推進

簡単、楽しい料理教室開催、初心者や料理の苦手な人に配慮

各事業に参加しない人への働きかけ(孤立防止)の工夫

祖父母、父親等家族への童の働きかけを増やし、関心を高める

HPやメール、携帯電話などITを活用した情報発信

関連施設、機関、地域と家庭の全てで情報共有、連携し支握

ボランティア団体(栄養改善協議会等)との連携

自治体の骨専門職、他課との情報交換の場を設定し連携

乳幼児の親の支援を特定健診、保健指導肉容やフォローにつなげる

研究機聞が食環墳づくりの手助けをしてほしい

まずは実態把握の情報収集(アンケート、童事調査等)から始める

母親のニーズ、レベルに合った事業を企画

事業後の追跡調査で効果を判定し、次に活かす

実態把握用の調査票の倒、自治体のモデルケースがほしい

小、中、高校から調理などを通して宣の知識、関心を高める

母子憧康手帳交付時以降、健診時等も利用し継続的に支援

母親になる前の成人女性を対象に食生活・栄養を指導

結婚前の男性や父親にも育児、食生活を学ぶ機会を提供

子ども広場等で情報提供し、主体的に参加できる料理教室等を企画

同年齢の子の親の出会いと語りの場を提供する事業を展開

母、祖母らで伝統食の伝承など、世代聞の交流を図る

54.0 

31.1 

今自

540 

383 

180 

145 

311 

料理教室等で童への関心を高める

他の機関、施設、家庭との連携

項目

ライフステージを通じての支援

既存事業の工夫

実態把握

-
-
h
H
 

86 母親同士の仲間作り



埋他:母子の食生活支援に関する研究 Cn)

参考資料乳幼児の母親の食生活スクリーニングシート試案

お名前 ( 

下記の中で当てはまる番号にO印をつけてください。

1.食欲がない。

2.やる気がおこらない。

3.食事の時聞はある程度決まっている。

4. 自分の食事に気を使っている。

5. いくら眠っても眠り足りない。

6. 閏ったときに身近に相談相手がいない。
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乳幼児の母親の食生活の支援状況に関する調査

平成 21年度目本子ども家庭総合研究所チーム研究「母子の食生活の支援に聞する研究J (主任研究者 堤ちはる)に

おいては、栄養・食生活指導、金育に聞して、子どもの健全な発育・発達及び母子の健康の維持・増進を目的に研究を進

めております。その一環として、この度、乳幼児をもっ母親の食生活の支援状況に関する調査を行うことになりました。

この調査は、日頃、母子の貴生活の支援に関わっておられる方のご意見を広くお聞きするためのものです。ご多用の中、

大変恐縮でございますが、調査へのご協力をお顕い致します。

データは統計的に処理し、貴自治体ならびに回答者のプライパシーに関してご迷惑はおかけし、たしません。また、デー

タは目的以外には債用しないことをお約束致します。なお、アンケートのご記入・ご提出をもって、本調査への同意が得

られたものと判断させていただきます。

-ご多用のところ恐縮ですが、記入済の調査票は平成 21年 12月 25日 (金)までに

同封の封筒にてご返送いただきますようお願い申し上げます。

-本調査に関するお問い合わせ、ご質問は下記までお願い致します。

日本子ども家庭総合研究所母子保健研究部栄養担当部長堤ちはる

電話:03・3473・8344 Fax:: 03・3473・8408

E.mail: t 白utsumi畑~lliiku.or.ìo 干106・8580 東京都港区南麻布 5・6'8

日本歯科大学生命歯学部 共同利用研究センタ一 三橋扶佐子(分担研究者)

電話:03・3261・8943

A. 回筈者ご自身と施設について

1 )母子保健主管課での勤務年数:

2)資格等:1.医師 2.保健師

5.管理栄養士 6.栄養士

3)所在地( )都・道・府・県

)年

3. 助産師

7.事務職

4.看謹師

8.その他(

)市・区・町・村

4)母子保健主管課への管理栄養士、栄養士配置の有無(該当するもの全てO、21年 12月 1日現在)

A.管理栄養士:1.常勤 2.非常勤 3.配置なし

B.栄養士 : 1.常勤 2.非常勤 3.配置なし

臼乳幼児の母親への食生活の現故について

5)乳幼児の母親の食生活について、自治体として支援する必要性を感じますか。

1.とても感じる 2.やや感じる 3. あまり感じない 4.感じない

6)乳幼児の母親の食生活の実簡を調べたことがありますか。

1.ある→それは具体的にどのようなことですか。

2.ない

7) 6)で(1 .ある)と回答した方は、その結果を事業に反映させていますか。

1.はし、→具体的にどのように反映させていますか。

2.いいえ

|吟裏面に続きます
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堤他:母子の食生活支援に閲する研究 (s)

8)乳幼児の母親の食生活の問題点は何であると思いますか(該当するもの全てに0)。

1.料理ができない

3.栄養パランスがとれない

5.食事のリズムが乱れている

7.食事を菓子ですませる

9.食事に関心がない

11.その他(

2.外食、コンビニの利用が多い

4.子どもの世話で自分の食事をおろそかにしている

6. 1日3食とっていない

8.野菜の摂取量が少ない

10.テレビ等からの情報に左右されやすい

9)乳幼児の母親が知りたいのはどのようなことだと思いますか(該当するもの全てに0)。

1.献立のたて方(メニューを考えること) 2.手早くできる料理

3.子どもの喜ぶ料理

5.金事の栄養パランス

7.食物アレルギーの知識

9.生活習慣病と食事の関係

11.その他(

4.家康の健康に良い料理

6. サプリメントの利用法

8.食事のマナー

10.食品棒加物の知識

C.乳幼児の母親への食生活の支援抗混について

10)乳幼児に対する一般的な事業の中で、乳幼児の母親自身の食生活の支援を実施していますか。

1.はい 2.いいえ

11)乳幼児に対する一般的な事業の中で、母親の食生活を支援することに対して、どのようにお考えですか。

一番近いものを一つ選んでください。

1.子どもの食生活に影響するから、行うべきである

2.子どもに対する事業枠であるから、母親自身の食生活は該当外である

3. どちらともいえない

12)以上のような母親の食生活の支撞を含めて実施している自治体は、その内容について簡単にご記入下さい。

-・・・・・・・ーーー・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー--宇守...........----..・・・・・・ー..........ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーー---事ι・-.，.-司ι・ι....... 

........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー......._.._--ーーーーーーーー・・・・・・・---------------------------ーーーーーーーーーーーーーーー-----.-........................・・・・・a・・ーーー_...._---_.._------

-・・・・・・ーーー・・・・ー・・ーー・・・白...._--_.._..ーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・----------------------ーーーーーーーーーーーーーーーー，ー.........-....・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

13)乳幼児の母親の食生活の支援を含めた事業を実施していますか。

1. 1まb、 2.いいえ 3.今後、実施予定

ι 
(1.はL、)とお答えいただいた自治体は、リーフレットや事業報告、アンケートの白紙の

サンプ1レを返信にご同封いただきたく存じます。
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D. 今後の母子の童生活の支揮について

14)貴自治体の乳幼児に対する食生活の支援をどのように評価していますか(一つ選んで0)。

1.十分である 2.不十分ではあるが、ある程度の成果はあげている

3.不十分な状睡である 4. なんともいえない

15)貴自治体の乳幼児の母親に対する食生活の支援をどのように評価していますか(一つ選んで0)。

1.十分である 2.不十分ではあるが、ある程度の成果はあげている

3.不十分な状酷である 4. なんともいえない

16)今後、乳幼児の母子の食生活の支援を進める上で、貴自治体の役割として強化すべき、

最も大事と思われるものはどれですか(一つ選んで0)。

1.地域の指導的機関としての投割

2.地域密着型の身近な相談機関としての在割

3.地域子育て支援センターなど各種相談機聞のコーディネート役

4.食生活上の問題を有する家庭への支彊サービス

5. その他(

巳自由記述

17)今後、自拍体において、乳幼児の母親への食生活の支援を進めるには、どのようにしたらよいと思いますか。

調査へのご協力、ありがとうございました。

乳幼児の母親対象の事業を実施なさっているところは、リーフレットや事業報告、アンケートの白紙の

サンプルを返信に是非ご同封いただきたく存じます。どうぞよろしくお顕い致します。
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